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緬
ビルマ

甸放送管理局─関連史料
～「外地」放送史料から（7）～

メディア研究部  松山秀明

緬甸放送管理局の「復元の記録」
NHK放送文化研究所（以下，文研）が収

集・整理してきた「外地」放送史料を紹介する
シリーズの第7回は，緬

ビ ル マ

甸放送管理局に関する
史料群を取り上げる。緬甸放送管理局は，太
平洋戦争下，日本放送協会からビルマ（現ミャ
ンマー）に職員が派遣され，運営された放送
局である。

この放送管理局を知る手がかりとなるのは，
NHKが戦後に編纂した「南方資料 ビルマ編」
と，これをもとに書かれた「緬

ビ ル マ

甸放送管理局
のあゆみ（1）（2）」『文研月報』1972年6・7月
号である。このほか，戦時中に発行された雑
誌『放送』『放送研究』『放送人』への寄稿や，
元放送局員たちによる書簡・手記・写真といっ
た一次史料（文研所蔵）がある。このうち，「南
方資料 ビルマ編」は190頁ほどのガリ版刷り
冊子で，「ビルマ放送史」と「ビルマ地区資料」
の2部からなる。「ビルマ放送史」（全24頁）は，
時系列に沿って「一，戦前におけるビルマ放送」

「二，開設」「三，戦時中の運営」「四，ラングー
ン末期の努力」「五，ラングーン撤退より終戦
まで」の5章で構成されている。また，その資
料編とも言える「ビルマ地区資料」（全167頁）
は，元放送局員たちが，放送管理局設立の経
緯や月別の放送記録，技術や業務記録などを
詳細にまとめたものである。

今回，「南方資料 ビルマ編」を中心に，各
史料を横断しながら，緬甸放送管理局を探訪
してみたい。

放送管理局の設立
ビルマでの放送は，イギリス統治下の1940

年4月，ラングーン市（現ヤンゴン市）に開局し
たラングーン放送局（コールサイン：XYZ）が始
まりである。政府によって経営され，イギリス
人やビルマ人によって運営された。1942年1月，
日本軍がビルマに進攻。3月にイギリス軍は放
送局を爆破して撤退した。「南方資料」によれ
ば「見事に爆破されていた」ため，ラングーン
での放送局の立ち上げにあたって，放送機器
や資材の現地調達に苦労したという。

同年6月，軍宣伝班が放送設備をようやく復
旧させ，8月15日，ビルマ・インド向けに仮放
送を再開した。これが日本軍による最初の放
送である。日本人嘱託9名が中心となり，ビル
マ人など13名が補助として運営にあたった。当
初は昼間1時間半，夜間40 分に限定した放送
だったという。

こうして軍宣伝班によって建設・運営が始まっ
たところに11月，日本放送協会から南方派遣
ビルマ班が到着する。「南方資料」には「NHK
より軍属が到着するに及んで，（中略）番組内
容を一新し，小電力ながら本格的に近い放送
を実施することができた」とある。事実，1943
年1月1日には放送時間を大幅に拡大し，朝の
番組，午後の家庭向け番組を新設したほか，
夜間には日本語講座の放送を開始した。

「南方資料 ビルマ編」目次より
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そして1943年1月25日，正式に「緬甸放送
管理局」が発足する。ここにおいて「軍宣伝
部から番組企画，編成及びその実施の一切を
継承，各方面と緊密な連絡をとり，自主積極
性ある活動に入った」（「南方資料」）のである。
同年2月には新局舎を決定し，ここを管理局本
部兼演奏所とした。60坪の演奏室のほか，4
つのスタジオが設置されたという。同年3月か
らは新局舎で放送を開始し，天皇特集番組や
大相撲夏場所，仏教音楽特集，8月1日のビル
マ独立時には独立式典の現場中継も行った。
1943年6月の時点で，放送部，技術部，総務
課，録音班など総勢132名で運営にあたった。

放送の終わり
緬甸放送管理局が担った役割は主に2つで

ある。第一に「ビルマ内宣伝放送」で，現地住
民に日本語講座やラジオ体操，音楽で日本文
化を浸透させつつ，現地日本将兵に向けて慰
安放送などを行った。第二に「対敵宣伝放送」
で，主にインドに向けてヒンドゥスターニー語や
英語で放送し，インド独立を刺激した。とくに
自由インド仮政府の樹立以降，スタジオを提供
し，独自のインド向け番組を放送した。

しかし，1945年2月11日，ラングーン大空
襲で放送局は被害を受ける。地下スタジオを急
設するも，日に日に戦況は悪化。同年4月23

日，英印軍の攻勢が激しさを増すなかで，放
送施設が敵の手に落ちるのを防ぐため，これ
を自ら破壊することに決定した。

横尾直行（技術部）の回想によれば「電波停
止は“4月24日12:00”と決め，昼前に現地人
従業員をだまして全員局地域から立ち去らせ，
正午にスイッチを切る（XYZの最後）と同時に
ハンマーを振」ったという。24日に放送員た
ちはラングーンから脱出してサイゴンに向かい，
そこで終戦を迎え，帰国した。こうして緬甸放
送管理局は設置からわずか2年3か月という，
きわめて短期間でその役割を終えたのである。

南方放送史を編む
映画『ビルマの竪琴』（1956年）には，ある

上等兵が山中に積まれた大量の日本軍の亡骸
を見て，嗚咽するシーンがある。その後，彼は
仏の道へ進むため，一人ビルマに残ることを決
意する。言うまでもなく，ビルマとは仏教文化
が根づいた地である。

緬甸放送管理局は，そうした地で日本文化
の宣伝と対敵宣伝を担った。しかし，「南方資
料　ビルマ編」からは，当初画策した文化工作
がほぼ達成できなかったことがわかる。戦前，
日本放送協会では，ビルマにおける仏教文化
を踏まえた文化工作が主張されていた（『放送』
1940年11月号）が，結局，圧倒的な歴史や文
化の前になすすべもなかったのである。

こうした実態はフィリピンやジャワといったほ
かの南方放送とも異なっていたと考えられる。
今後，それらの史料群と突き合わせ，「南方放
送史」を総体として考える必要があるだろう。
こうしたなかで，南方放送史におけるビルマの
立ち位置が明らかになるはずである。  

  （まつやま ひであき）

緬甸放送管理局の設立時の集合写真


